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船形コロニー整備事業 概要

○現状

・ 施設・設備の老朽化による不具合発生とそれに伴う生活環境の悪化

・入所者の高齢化や障害の重度化に伴う支援負担の増加

○あり方・整備方針の検討

・ 県立障害児者入所施設のあり方検討会（H26）⇒

・ 船形コロニー施設整備検討会（H27）を経て、『船形コロニー整備事業

基本構想』策定（H28.6）

建替の方針決定

基 本 方 針
1 利用者の生活の質の向上を図り、安全・安心で快適に生活できる施設

2 高齢化や障害の重度化などに対応した支援の充実が図れる施設

3 県内全域の社会資源や民間事業者等との連携・協働が創出される施設

活動棟 【上に拡大図】

：新築建物 ：改修建物 ：解体建物

凡例

居住棟Ｃ（木造平屋，居室数80）

・要介護，医療的ケア者向け居住棟。

・看護部門を併設。

・緊急搬送車両がアプローチしやすい，入口に

一番近いエリアに配置。

凡例 ：車両動線 ：歩行動線

解体・
新築

①セルプふながた，②おおくら園，③はちくら園，④かまくら園，⑤まつくらセンター

改修 ⑩とがくら園，⑪体育館

既存 全体配置図 計画 全体配置図

⑩

⑪

居住棟Ｃ

居住棟Ａ

居住棟Ｂ事務
管理棟

N

船形コロニー入口

活動棟（鉄骨造平屋）

・入所者及び通所利用者の日中活動部門，

給食センターを設置。

・各居住棟から均等な距離のエリアに配置。

居住棟Ｂ（木造平屋，居室数80）

・自閉、行動障害者向けの居住棟。

・一番奥の静かな環境のエリアに

配置。

居住棟Ａ（木造平屋，居室数80）

・重度障害者向けの居住棟。

・地域移行部門（自立訓練室）を併設。

事務管理棟（鉄骨造2階建）

・1階に施設全体の事務管理部門を設置。

・2階には研修部門を設置し介護研修セ
ンター（大崎市鹿島台）の機能を移転。

・初めての来訪にもわかりやすい位置に
計画。

支援のしやすさ

・10人で1ユニットを構成し，基本的な
日常生活はユニットで完結
・個室化によるプライバシーの確保
・居場所が見つかる多彩な空間

・生活リズム確立のため活動棟
（職）と居住棟（住）を分離
・活動棟（職）は居住棟（住）3棟の
中心に配置

・見通しがきき，見守りやすい平面構成
・コンパクトな建物配置，支援動線
・バリアフリーを徹底し，入所者・支援者の
安全を確保

⑪
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■居住棟+活動棟

感覚を刺激する
スヌーズレンルーム

高齢者，車イス使用者の
リハビリ室として利用

地域交流の場となる
イベント広場

入所利用者の特性に
応じて，機械浴を導入

車椅子で旋回できる
広さを確保

事務管理

部門

見守りやすさを考慮し
スタッフ室の前に配置

中庭

中庭

活動内容に応じて，
可動式間仕切りを使い，
レイアウト変更可能

キッチン・スタッフ室・洗濯室は，
2ユニット共用としてコンパクトに
配置

ユニットの隅々まで
風と光を取り入れ，
日中活動でも利用

凡例

：入所活動部門

：通所活動部門

：給食センター

地域移行をめざして

訓練をする部屋

①②③④

⑤

⑥

⑦ ⑧ ⑨ ⑩

リハビリ活動室

個別活動室の例

可動式間仕切りによ
り、隣接ユニットと一
体的な活用も可能

光庭の例

ｽﾇｰｽﾞﾚﾝﾙｰﾑの例

■工事スケジュール

N

0 200(m)

事業費

設計費 監理費 調査費 その他 工事費 合計

237,330 82,076 34,861 355,769 8,280,652 8,990,688

※事業費については，
今後変動する場合が
あります。

スヌーズレンルーム

広場

光庭

浴室

トイレ

自立訓練室

食堂

管理諸室

リビング

居住棟Ａ
10人×8ﾕﾆｯﾄ

見守りが容易な日中
活動スペースとしても
活用可能

中庭

居室10室，リビング，食堂，浴室，
脱衣室，トイレ3室，スタッフ室，
キッチン，洗濯室，収納庫等

ユニット

居住棟B 新築

居住棟A 新築

おおくら園 解体

はちくら園 解体
まつくらセンター解体

活動棟 新築
居住棟C 新築

各種センター 解体

事務管理棟 新築

②平成３０年度冬～令和２年度夏
（一部供用開始，定員２４０名）

③令和２年度秋～冬

④令和２年度冬～令和４年度春 ⑤令和４年度夏～令和５年度春
（全居室完成，３００室）

⑥令和４年度冬～令和５年度冬
（全面供用開始）

※とがくら園・体育館の改修，かまくら園の解体を含む

■全体事業費（単位：千円）

⑦令和６年度春～秋

エネルギーセンター
旧事務管理棟 解体

：居室

：トイレ・浴室

：リビング・共用部

凡例

自立訓練棟解体

セルプふながた 解体

①平成３０年度秋～冬

活動棟

給食センター

活動室
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